
1 単
コロナワクチン接種対
策事業
【健康介護課】

①高齢者の接種会場への移動手段を確保し円滑なワクチン接種を促進
②タクシークーポン券及び既存巡回バスの増発経費
③クーポン券（自己負担200円除く）
　　1・2回目接種　　　　　　　　　　　　　　 　1,878,950円
　　　 3回目接種　1,200円×2回×400人＝960，000円
　巡回バス増発経費　　34,100円×31回＝1,057,100円
④笠松町

R3.5 R4.3 3,717,730 3,717,000

65歳以上高齢者及び障がい者が
利用できるタクシークーポンを配布
し、約3,000人にご利用いただい
た。
また、巡回町民バスは788人の方
にご利用いただいた。

タクシークーポンの利
用

【対象者】
　タクシー利用者2,949人
　福祉タクシー利用者71人
　巡回町民バス利用者788人
　チョイソコカラタン利用者10人
【所管課】
　ワクチン接種促進となった。

2 単

リバーサイドタウンかさ
まつ計画に係る官民連
携事業
【企画課】

①コロナ収束を見据えた新たな観光資源を創出するため、笠松みなと公園を中心
に「かわまちづくり計画」を策定し、社会実験等の官民連携事業を展開
②かわまちづくり計画策定業務委託
③業務委託　5,350,000円×1.1＝5,885,000円
④笠松町

R3.5 R4.3 5,885,000 5,885,000

「かさまつminaTRY」と題した官民連
携の社会実験を笠松みなと公園で
実施し、コロナ終息後の公園利用
に関する情報を収集した。

社会実験参加者（出店
者・利用者）の意見

【対象者】
　笠松みなと公園の活用に関心のある事業者・個
人
【所管課】
　コロナ終息後の笠松みなと公園の活用拡大の可
能性の調査ができた。

3 単
公園フリーＷｉ－Ｆｉ整備
事業
【企画課】

①コロナ収束を見据えた新たな観光資源とすべく、公園にフリーＷｉ－Ｆｉを整備す
ることで利便性・魅力の向上を図り、若者・親子連れをはじめ、リモートワークへの
対応整備
②フリーＷｉ－Ｆｉアクセスポイント設置費用及び維持管理費
③ケーブル及び機器設置費用　　2,970,000円×1.1＝3,267,000円
　 維持管理費用　　　　　　　　　　　 181,000円
④笠松町

R3.5 R4.3 3,303,300 3,303,000

笠松みなと公園及び笠松町運動公
園にフリーWi-Fiアクセスポイントを
設置した。

フリーWi-Fiアクセスポ
イントの利用

【対象者】
　家族と連絡が取りやすくなり、公園の利用がしや
すくなった
【所管課】
　無料で利用できるWi-Fiアクセスポイントを設置
することで、公園利用者の利便性向上に繋がっ
た。

4 単
ＨＰデザインリニューア
ル事業
【企画課】

①コロナワクチン接種情報をはじめ、町政の重要な情報発信ツールであるホーム
ページをＰＣ版主体からスマホ表示主体にリニューアルし、情報伝達の効率化を図
る
②ホームページデザイン等リニューアル費用
③デザイン修正業務委託　　3,590,000円×1.1＝3,949,000円
④笠松町

R3.5 R4.3 3,949,000 3,949,000

ホームページ表示をスマホ表示主
体にリニューアルした。

ホームページリニュー
アルによる検索機能の
向上

【対象者】
　表示がシンプルになり、目的のページが探しや
すくなった。
【所管課】
　ホームページをリニューアルすることで、閲覧者
への情報伝達の効率化を図ることができた。

5 単
キャリアアップサポート
事業
【企画課】

①コロナ収束後の地域経済活性化を図るため、中高生を対象とした起業セミナー
を開催し、起業家精神を養うことによるキャリアアップのサポートを実施
②講義及びワークショップ企画運営費用
③青少年キャリアサポート業務委託　　860,000円×1.1＝946,000円
④笠松町

R3.5 R4.3 946,000 946,000

起業による講演会（1回）、起業体
験ワークショップ（3回）を開催

　講演会参加者：45名
　ワークショップ参加者：
　　　　中学生4名、高校生2名

コロナ禍で困窮する地
域経済を盛り上げる起
業家の育成

【対象者】
　学校では学ぶ機会のない起業に触れ、進路につ
いて具体的に考えることができた。
【所管課】
　地域経済のアフターコロナを見据え、未来の起
業家輩出のきっかけづくりができた。

6 単
事業継続支援補助事
業
【環境経済課】

①事業継続に意欲を持ち、アフターコロナを見据えた新たな経営改善に向けた取
組みを実施する事業者を支援
②事業者の実施する設備導入・事業所改修・ＰＲ経費に対し経費の2分の1（上限
10万円）を補助
③支援補助金　100,000円×50社×3区分＝15,000,000円
　 事務費補助　250,000円
④町商工会

R3.5 R4.3 13,320,000 13,320,000

販路開拓や事業転換に資する設備
導入、事業所改修及び広報等の費
用に対し、商工会を通じて補助金を
交付
　補助金：140件　13,070,000円
　事務費：250,000円

事業活動の縮小を余
儀なくされた町内中小
企業者の販路開拓等
に資する設備導入費
に対する補助

【対象者】
　補助金を活用し設備導入費や広報宣伝費に充
てたことにより、販路開拓等に繋がった。
【所管課】
　売上が減少した中小企業者に対し、事業の継続
に資する販路開拓等に必要な整備費に補助金を
交付することで、事業継続支援及び廃業者をゼロ
とすることができた。

7 単
子育て家庭支援事業
【健康介護課】

①子育て家庭への家計支援策として、インフルエンザとの同時流行に備え、中学
生までのインフルエンザ予防接種費用の助成を実施
②予防接種助成
③インフルエンザ予防接種助成（1歳～中学3年生まで）
　 　　1,000円×1,900回分＝　1,900,000円
④笠松町

R3.9 R4.3 1,326,000 1,326,000

インフルエンザ予防接種費用助成
　接種者数1,357人

予防接種費用助成者
数

【対象者】
　家計の負担軽減となった。
　インフルエンザ感染防止に繋がり精神的な負担
が軽減された。
【所管課】
　家計支援に繋がった。
　精神的な負担の軽減が図れた。
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8 単

公共施設感染予防対
策事業
【総務課】
【福祉子ども課】
【福祉会館】

①公共施設の感染予防対策をはじめ、災害時における避難所での感染予防対策
を実施
②消毒液等の消耗品及び空気清浄機等の備品整備
③消耗品：1,639,000円、備品購入：2,372,000円（こども館、福祉会館）
④笠松町

R3.5 R4.3 3,505,740 3,505,000

庁舎等感染対策消耗品の購入
手指消毒液(300ℓ）　 990,000円
備品消毒液(180kg)　116,640円
ｻｰｼﾞｶﾙﾏｽｸ(50箱)　　27,500円
空気清浄機（7台）　　985,600円
サーマルカメラ（3台）1,386,000円

各消耗品の購入
体温異常者の早期発
見、空気感染リスクの
軽減を図る

【対象者】
　来館者の中で、体温異常のある方の早期発見を
可能にし、感染リスクの軽減など、安心して施設利
用が行えた。

【所管課】
　施設出入口での手指消毒及びカウンターやアク
リルパネル等の定期的なアルコール消毒により、
来庁者及び町職員の感染防止に寄与することが
出来た。
　また、来館者の体温異常を早期発見でき、感染
リスクの軽減に繋がった。

9 単
在宅老人福祉事業
【福祉子ども課】

①ウイルスの感染拡大を防止するため、閉じこもりがちな高齢者の安否確認をす
るとともに、地域経済への支援をするため、地元銘菓を携え戸別訪問を実施
②地元菓子組合の菓子等購入費用
③菓子・飲み物等　 1,400円×400人＝　560,000円
　チラシ印刷　　　　15,510円
④笠松町商工会（笠松菓子工業組合）

R3.5 R4.3 576,000 576,000

地元の銘菓（お菓子の詰め合わ
せ）の配布
　対象　323人

高齢者の安否確認及
び町内の菓子事業主
の活性化

【対象者】
　安否の確認ができた。
　新たな顧客確保に繋がった。
【所管課】
　閉じこもりがちな高齢者の安否確認及び菓子事
業主の事業継続支援に繋がった。

10 単
住宅リフォーム支援事
業
【環境経済課】

①コロナ禍における外出自粛に伴い在宅時間が増えるため、住環境の向上と町の
経済活性化に資する、住宅リフォーム工事に対する支援
②自己負担分への助成金（事業所は除く）
③自己負担分の1/2（上限　100,000円）
　 助成金　100,000円×100件＝10,000,000円、事務費　250,000円
④町商工会

R3.5 R4.3 10,150,000 10,150,000

登録事業者による、宅内の換気機
能向上、感染防止対策及び非接触
型へのリフォーム工事費用に対し、
商工会を通じて補助金を交付
　補助金：104件　9,900,000円
　事務費：250,000円

事業活動の縮小を余
儀なくされた町内中小
企業者の売上減に対
する補填

【対象者】
　住環境を向上させ、また中小企業者の売上減を
補填することができた。
【所管課】
　家庭内感染が全国的に拡大していた中、換気機
能等のリフォーム工事を実施することで感染拡大
の防止に繋がり、また登録工事店を町内中小企
業者に限定し、25,289千円を受注させ、事業活動
の縮小を余儀なくされていた事業者の事業継続を
支援できた。

11 単
避難場所及び資材保
管場所確保事業
【総務課】

①コロナ禍における地域住民の避難場所及び避難所資材の保管場所を確保する
ため、行政資料倉庫をトイレ等避難所としての機能を備える施設への改修
②倉庫改修費用及び不要物処分費用
③不要物処分費用　521,000円
　 工事設計監理委託料  　2,150,000円×1.1＝ 2,365,000円
　 施設改修工事請負費　22,470,000円×1.1＝24,717,000円
④笠松町

R3.5 R4.3 26,594,700 25,742,000

工事設計管理委託　2,544,300円
施設改修工事請負費
　　　　　　　　　　　 24,050,400円

一時的な避難場所の
確保及び防災備蓄品
保管場所の整備

【所管課】
　施設近隣住民の一時的な避難場所として利用可
能な施設となった。また、防災備蓄品等の保管場
所としての環境改善を図ることが出来た。

12 単
デマンドタクシー運行
実証実験事業
【企画課】

①人との接触機会の減少によるコロナウイルス感染対策及びアフターコロナにお
ける新たな移動手段、交通空白地解消を目的としデマンドタクシー導入に向けた
実証実験を実施
②運行負担金及び乗降場設置費用
③運行負担金【基本】　 330,000円×6月＝1,980,000円
　　乗降場設置　5,000円×40箇所×6月＝1,200,000円
④チョイソコ（運行主体）

R3.10 R4.3 3,098,500 3,098,000

デマンドタクシー「チョイソコカラタ
ン」の運行実証実験を実施した。

チョイソコカラタンの利
用者数及び停留所の
利用状況

【対象者】
　巡回町民バスのバス停がなく困っていたが、近く
に停留所ができ、時間も予約できるので便利であ
る。
【所管課】
　巡回町民バスより人との接触機会が少なく、交
通空白地解消に繋がる新たな公共交通の導入に
向けての調査ができた。

13 単
小中学校ＰＣＲ検査事
業
【教育文化課】

①児童生徒の安全・安心の確保を目的に教職員等のＰＣＲ検査を定期的に実施
②ＰＣＲ検査キット購入費用
③ＰＣＲ検査キット（教職員等　210人、5回分）
　 2,926円×210人×5回＝3,072,300円
④笠松町

R3.5 R3.9 3,072,300 3,072,000

教職員、放課後児童クラブ指導員
を対象にPCR検査を4回実施

感染拡大の防止 【対象者】
　児童生徒への感染拡大を未然に防止できたた
め、安心して学校生活を送ることができた。
【所管課】
　学級閉鎖等をすることなく、学校・放課後児童ク
ラブを正常に運営することができた。
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14 単

新型コロナウイルス感
染症拡大防止協力金
負担事業
【環境経済課】

①県の休業要請及び営業時間短縮要請に応じた中小企業及び個人事業主の事
業継続を支援
②全経費に充当
③第3弾【対象期間】　1/12～2/7（27日間）
　　　　　【負担割合】　国：80%　県：15%　町：5%
　　　　　1,540,000円×27件×5%＝2,079,000円
　　　　　1,380,000円× 5件×5%＝　345,000円
　 第4弾【対象期間】　2/8～3/7（28日間）
　　　　　【負担割合】　国：80%　県：15%　町：5%
　　　　　1,540,000円×26件×5%＝2,002,000円
　　　　　1,260,000円× 3件×5%＝　189,000円
　 第5弾【対象期間】　5/5～6/20（46日間）
　　　　　【負担割合】　町：5～0.25%　　432,754円
　 第7弾【対象期間】　8/17～9/12（27日間）
　　　　　【負担割合】　町：0.25%　　　　298,000円
④岐阜県

R3.4 R4.3 5,188,900 5,188,000

県が新型コロナウイルス感染症拡
大防止協力金を支給
　第3弾：32件　2,424,000円
　第4弾：29件　2,191,000円
　第5弾：32件　　430,180円
　第7弾：33件　　143,720円

町内の飲食店が休業
要請等に応じることに
よる新型コロナウイル
ス感染症の拡大の抑
制及び収入減の補填

【対象者】
　収入減を補填することができた。

【所管課】
　町内の飲食店の全てが休業要請に応じた。

15 単
コミュニティバス運行拡
充事業
【企画課】

①地域の生活交通として活用されているバスの密集軽減を図るため、車両を購入
し増便・ルート変更を実施、新たな生活様式に対応した交通体系の確立
②増便による委託料の増額分
③委託料（増便）　　　　177,000円×12月×1.1＝2,336,400円
　 委託料（体制確保）　290,000円×12月×1.1＝3,828,000円
④笠松町

R3.4 R4.3 6,164,400 6,164,000

早朝便、最終便の増便を継続し、
混雑時の乗客の分散を図った。

増便したバスの利用状
況

【対象者】
　朝晩の混雑を避けることができ、運行時間が増
えたことで利用の幅が広がった。
【所管課】
　朝晩の混雑が解消され、利用者がより安心して
利用できるようになった。

16 単
体育館空調設置事業
【教育文化課】

①小学校屋内運動場（災害時の避難所）における換気機能の向上を図るため、空
調機を設置するもの
②空調機使用料
③松枝小学校　　436,260円×12月＝5,235,120円
　下羽栗小学校　485,320円×12月＝5,823,840円
④笠松町

R3.4 R4.3 11,058,960 11,058,000

＜松枝小学校＞
空調機器6基、コインタイマー2基、
電気設備工事等
＜下羽栗小学校＞
空調機器4基、コインタイマー1基、
電気設備工事等

体育館の換気対策強
化

【対象者】
　空調機の設置により、換気機能が備わり、体育
館内で安心して活動することができた。
【所管課】
　空調機の設置により、換気機能が備わり、授業
及び学校開放で利用する方の感染防止に繋がっ
た。

17 補
ふるさと納税業務代行
委託事業
【企画課】

①地域事業者との接触機会の減少を図ることで、感染リスクを低減させるため、返
礼品等の一連業務を一括して外部委託するもの
②一括業務代行委託・手数料
③一括業務代行委託・手数料　　15,179,000円
④笠松町

R3.4 R4.3 11,616,264 9,847,000

（株）さとふるへふるさと納税業務代
行を委託
ふるさと納税業務委託料
　　　　　　　　　11,616,264円

接触回数の減少 【対象者】
　町との接触機会が減少し、感染リスクが低くなっ
た。
【所管課】
　16事業者に対し、合計9,933件のふるさと納税返
礼品の発注・請求業務を委託業者により代行で
き、地域事業者との接触機会が減少し、感染リス
クが低くなった。

18 単
地域の名産品魅力発
信事業
【企画課】

①コロナ収束後を見据えて菓子工業組合が取り組む新たな地域名産品のプロ
モーションに係る経費を助成
②新商品に関連するプロモーション経費を助成
③菓子工業組合補助金　　452,210円
④笠松菓子工業組合

R3.9 R4.3 452,210 452,000

笠松菓子工業組合に対し、補助金
を交付
　補助金：452,210円

笠松町の新しい地域
名産品、銘菓「笠松隕
石」のプロモーション展
開

【対象者】
　笠松町の新しい地域名産品、銘菓「笠松隕石」
の特集記事を、笠松町近隣に広く配布され情報発
信ができるフリーペーパーGiFUTOに掲載できた。
【所管課】
　フリーペーパーGiFUTOに掲載されたことで、広く
認知してもらえたとともに、特集記事を販促物とし
ても二次利用ができ、多くのメディアへ＋αのプロ
モーションが実施できたことで、高いPR効果があっ
た。
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19 単
感染予防補助事業
【環境経済課】

①新型コロナウイルス感染症拡大防止に取り組む町内事業者、事業所等に対し、
感染拡大の対策強化を図るため、感染予防対策に要する費用の一部を助成
②感染予防対策経費
③補助率　2/3　※R2.4.16(緊急事態宣言発令日)購入分まで遡及
　・消毒液等　　　　 15,000円×150件＝2,250,000円
　・ディスペンサー　25,000円× 60件＝1,500,000円
　・検温機器　　　  100,000円× 20件＝2,000,000円
　事務費、振込手数料等  　　　 　   　　　500,000円
④町商工会

R3.9 R4.3 2,461,000 2,461,000

事業所、店舗等の感染予防対策の
ための消毒液、マスク、検温器及
びＣＯ２センサー等の購入費用に
対し、商工会を通じて補助金を交
付
　補助金：67件　2,4610,000円
　事務費：500,000円

事業所及び店舗等の
休業数

【対象者】
　事業者負担を軽減することができ、事業を継続
することができた。

【所管課】
　感染拡大を防止するための資材の購入費を補
助することで、事業者の負担を軽減させ事業活動
の継続に繋がった。

20 単

小中学校プロジェク
ター型電子黒板整備事
業
【教育文化課】

①新型コロナウイルス感染対策として、3密を回避するため実施する、分散授業に
必要なプロジェクター型電子黒板を更新するもの
②プロジェクター型電子黒板購入経費
③電子黒板（小学校：3校、中学校：1校）　81幕
　　　　　　　　　44,000円×81幕×1.1＝3,920,400円
④笠松町

R4.1 R4.3 3,653,100 3,653,000

電子黒板用スクリーン購入　81幕 接触機会の減少 【対象者】
　分散教室及びオンライン授業でスクリーンを活用
したことで、接触機会を減少することができた。
【所管課】
　分散教室及びオンライン授業でスクリーンを活用
したことで、接触機会を減少することができ、感染
拡大防止に繋がった。

21 単
庁舎フロア感染対策事
業
【総務課】

①現在のカウンターはロングタイプのもので、フロアレイアウトの変更に対応するこ
とが難しく、フロアレイアウトを変更し窓口の距離を確保、来庁者や職員の3密回避
による庁舎の感染対策の強化を図るもの
②カウンター・デスクスクリーン・チェアー等更新
③デスクスクリーン　　49,000円×20個×1.1＝1,078,000円
　 カウンター・チェアー等　　　　　　　　　　　 　3,254,350円
④笠松町

R3.12 R4.3 4,157,340 4,157,000

感染防止対策備品の購入
　ﾃﾞｽｸｽｸﾘｰﾝ(80枚) 1,060,400円
　ｽﾀｯｷﾝｸﾞﾁｪｱ(20脚) 572,000円
　ﾛﾋﾞｰﾁｪｱ(17脚）  　1,439,570円
　ﾛｰｶｳﾝﾀｰ(13台）　　 800,030円
　設置等経費　　　　　220,000円
　ｱｸﾘﾙﾊﾟﾈﾙ(ｷｬｽﾀｰ付2台）
　　　　　　　　　　　　　　65,340円

コロナ禍における適切
な職場環境の整備

【所管課】
　コロナ禍における職場での適切な環境整備とし
て、飛沫防止、消毒作業などの充実を図ることが
出来た。

22 補
子ども・子育て支援交
付金
【福祉子ども課】

（放課後児童クラブ等におけるＩＣＴ化推進事業）
①新型コロナウイルス感染対策として、3密を回避するため、放課後児童クラブに
おけるタブレット学習を分散実施するための環境整備
②インターネット環境整備に係る機器購入及び設定費
③インターネット環境整備等（7クラス）　2,938,100円
　　国庫補助金(1/3）　979,366円、県補助金（1/3）　979,366円
　　町負担分（1/3）　 　979,366円
④笠松町

R3.12 R4.3 2,728,000 910,000

放課後児童クラブＩＣＴ化環境整備
2,728,000円

分散学習による接触
機会の軽減

【対象者】
　分散により３密を回避することができた

【所管課】
　分散により３密を回避することができた

23 単
小中学校特別教室ネッ
トワーク環境整備事業
【教育文化課】

①新型コロナウイルス感染対策として、3密を回避するため実施する、分散授業を
実施するため特別教室のＷｉ－Ｆｉ環境整備
②アクセスポイント設置及び設定費
③アクセスポイント設置工事
　　　小学校：3校　3,624,500円、 中学校：1校　1,457,500円
④笠松町

R3.12 R4.3 4,950,000 4,950,000

特別教室等Wi-Fi環境構築教室
27か所

接触機会の減少 【対象者】
　特別教室を利用して分散授業を実施したことで、
接触機会を減少することができ、安心して授業を
受けることができた。
【所管課】
　特別教室を利用して分散授業を実施したことで、
接触機会を減少することができ、感染拡大防止へ
繋げることができた。

24 補
学校保健特別対策事
業費補助金
【教育文化課】

（学校再開に伴う感染症対策・学習保障等に係る支援事業）
①学校再開に伴う感染症対策・学習保障等として、感染予防対策の手指消毒液な
どの消耗品や備品購入に係る費用
②感染症対策経費
③事業費　小中学校4校：650,000円　 補助金地方負担分： 325,000円
④笠松町

R3.4 R4.3 650,000 325,000

感染症対策等に係る整備
　手指消毒剤
　無添加泡ハンドソープ
　滅菌パット　外

各消耗品の購入 【対象者】
　学校内での感染リスクを軽減し、安全安心して学
校生活を送ることができた。
【所管課】
　消毒液等を購入し、校内での感染症対策を実施
したことで、児童生徒が安全安心して学校生活を
送ることができるような整備を図ることができた。
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25 単
住民税額試算システム
導入事業
【税務課】

①住民税の申告会場における感染対策として、インターネットを用いた申告書作成
による３密を回避するもの
②システム使用料
③システム使用料　33,000円×12月＝396,000円
④笠松町

R3.4 R4.3 396,000 396,000

住民税額試算システム使用料
　33,000円×12月＝396,000円

システム利用件数によ
る密回避効果

【所管課】
　申告期間中、システムを利用した申告書の作成
件数が92件あった。また、システムを利用した試
算件数が122件あり、役場への電話や来庁しての
問い合わせ減に繋がった。

26 単
成人式対策補助事業
【教育文化課】

①成人式における感染症対策として、３密の回避を目的に従来施設より大規模な
施設での開催にあたり、施設への土足入場等の対策を要することに対する支援
②対策経費に対する補助
③二十歳の集い実行委員会補助金
　 体育館シートレンタル　　431,000円×1.1＝474,100円
④二十歳の集い実行委員会

R3.9 R4.2 474,000 474,000

体育館シートレンタル ３密回避、感染対策の
実施のため施設使用
に係る全てのフロアに
設置

【対象者】
　大規模施設で対策を行って実施できたことは、
来場者の入退場、会場内での３密回避などの感
染リスクの軽減に繋がった。
【所管課】
　例年行っている公民館施設から、３密回避のた
め感染対策が行える中学校屋内運動場を利用す
るため、土足入場等に必要な対策を実施すること
で、感染対策を実施しながら開催できることに繋
がった。

27 単
羽島郡広域連合コロナ
対策事業
【総務課】

①新型コロナウイルス感染拡大を防止するため、職員・来庁者の感染防止や救急
隊員の搬送中における感染防止対策の強化を図る
②広域連合負担金（当町負担割合：48.24%）
③消防庁舎・職員感染防止対策
　　　除菌クリーナー・ハンドソープ等  　　　 　10,152円
　 救急隊員感染防止対策
　　　感染防止衣・ゴーグル・N95マスク等　　679,190円
④笠松町

R3.4 R4.3 689,342 689,000

職員・来庁者感染防止対策
　除菌ｸﾘｰﾅｰ外　10,152円
救急隊員感染防止対策
　感染防止着、ﾏｽｸ、ｺﾞｰｸﾞﾙ、
　ﾃﾞｨｽﾎﾟ手袋外　679,188円

救急業務等における
感染予防

【所管課】
　救急隊員等のコロナ感染防止対策のための資
機材の確保を図ることが出来た。

28 単
資源回収拠点管理事
業
【環境経済課】

①資源ごみの回収場所を増やすとともに、排出時間も拡大することで排出時にお
ける町民の密接を回避、感染リスクの軽減に繋がる
②資源回収拠点管理業務委託
③資源回収拠点管理業務委託料
　 回収拠点の巡回、回収フレコン袋交換等　1,478,400円
④笠松町

R3.4 R4.3 1,478,400 1,478,000

資源ごみ回収所を開設し、管理及
び排出された資源ごみを回収した。
　管理業務委託　1,478,400円

接触機会の減少 【対象者】
　排出機会が増え、密接を回避することができた。
【所管課】
　排出機会が増え、密接を回避することができた。

29 単
地区集会所感染対対
策事業
【総務課】

①町内会地区集会所における換気機能強化等の感染予防対策に対し助成する
②地区集会所改修補助金
③地区集会所改修補助金　2町内会
　　　空調機設置・工事に係る経費　　760,000円
④単位町内会

R3.4 R4.3 760,000 760,000

地区集会所空調機器等の整備
　西宮町補助金　262,000円
　　（空調機器・有圧換気扇）
　北門間補助金　498,000円
　　（空調機器）

地区集会所の換気機
能の充実

【所管課】
　町民の地域活動の拠点となる地区集会所の換
気機能向上による感染防止対策の充実を図ること
が出来た。

30 単
自己搬入施設管理事
業
【環境経済課】

①粗大ごみ等の回収場所を増やすとともに、排出時間も拡大することで排出時に
おける町民の密接を回避、感染リスクの軽減を図る
②自己搬入施設管理業務委託
③自己搬入施設管理業務委託料
　　電話予約受付、搬入時受付・計量等　517,000円×6月＝3,102,000円
④笠松町

R3.10 R4.3 3,102,000 3,102,000

自己搬入により回収する自己搬入
施設を開設し、搬入された粗大ご
みを回収した。
　管理業務委託　3,102,000円

接触機会の減少 【対象者】
　排出機会が増え、密接を回避することができた。
【所管課】
　排出機会が増え、密接を回避することができた。

139,424,186 134,653,000合　　　　　　計
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